
興
正
寺
蔵

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

(
広
本
)

の
字
音
注
に
つ
い
て

佐

木

勇

々

一
、
本
稿
の
目
的

京
都
市
下
京
区
、
浄
土
真
宗
興
正
派
の
本
山
興
正
寺
に
、
伝
親
鷺
自
筆
『
津
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
が
現
存
す
る
。

そ
の
本
文
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

(
Z
。・M
O
U
S
-

真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
編
『
津
土
員
宗
聖
典
』
(
一
九
八
五
年
、
本
願
寺
出

版
部
)
等
に
も
収
め
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
親
鷺
自
筆
部
分
は
表
紙
文
字
の
一
部
の
み
と
判
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
(
一
九
七
三

1
七
四
年
、

法
蔵
館
)
に
影
印
は
収
め
ら
れ
ず
、
二

O
O五
年

1
二
O
O七
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
増
補
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
(
法
蔵
館
)

に
も
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

滞土真宗総合研究7

こ
の
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
の
全
影
印
は
、
幡
谷
明
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
試
解
』
(
一
九
九
二
年
、
真
宗

大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
)
で
、
初
め
て
世
に
出
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
句
切
り
点
・
仮
名
・
声
点
の
訓
点
を
含
め
た
全
容
が
、
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
書
は
、
「
親
鷺
聖
人
七
百
五
十
回
忌
・
真
宗
教
団
連
合
四
十
周
年
記
念
親
鷺
展
」
(
二

O
一
一
年
三
月
十
七
日

1
五
月

二
十
九
日
。
於
京
都
市
美
術
館
)
に
出
品
さ
れ
、
巻
首
巻
末
の
カ
ラ
l
写
真
が
こ
の
親
鷺
展
の
図
録
(
二

O
一
一
年
三
月
、
朝
日

81 



興正寺蔵 r湾土三経往生文類J (広本)の字音注について

に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
図
録
中
、
大
原
実
代
子
の
当
資
料
解
説
は
、
「
書
写
時
期
は
親
鷺
存
命
中
と
み
ら
れ
、
表
紙
の
コ
ニ
教
往
生
L

「
俊
直
」
の
文

字
の
み
が
親
鷺
自
筆
で
あ
る
。
L

と
す
る
。

一
方
、
幡
谷
明
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
試
解
』
は
、
「
開
講
の
辞
」
に
、
次
の
知
く
に
述
べ
る
。

本
書
の
本
文
は
表
紙
の
親
鷺
真
筆
と
は
別
筆
で
あ
る
が
、
親
鷺
の
校
聞
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
真
蹟
に
準
ず
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

82 

新
聞
社
)

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)

か
を
、
漢
字
音
注
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

の
訓
点
が
、
親
鷺
自
筆
本
の
姿
を
ど
の
程
度
留
め
る
も
の

二
、
本
資
料
の
訓
点

本
資
料
の
訓
点
は
、
朱
筆
と
墨
筆
と
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。

朱
筆
は
、
墨
書
本
文
を
補
訂
す
む
)
以
外
に
、
句
切
り
点
・
仮
名
音
注
・
声
点
・
和
訓
・
返
点
を
加
点
し
て
い
る
。

墨
筆
訓
点
は
、
朱
筆
訓
点
を
補
訂
し
て
い
る
こ
と
、
朱
筆
訓
点
を
避
け
て
加
点
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
有
る
こ
と
、
朱
筆
訓
点
に
上

書
き
し
て
加
点
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
有
る
こ
と
か
ら
、
朱
筆
よ
り
も
後
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
、
朱
筆
訓
点
と
墨
筆
訓
点
と
を
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
音
注
に
つ
い
て
、
親
鷺
の
訓
点
と
比
較
す
る
。

な
お
、
筆
跡
か
ら
明
ら
か
な
後
筆
と
判
断
さ
れ
る
訓
点
は
、
以
下
の
調
査
か
ら
除
外
す
る
。



三
、
本
資
料
の
仮
名
音
注

1
・
韻
尾
音

m
・
n
の
仮
名
表
記

A
.
朱
筆
訓
点

本
資
料
朱
筆
訓
点
は
、

次
の
知
く
に
加
点
し
て
い
る
。

書
影
印
部
分
の
頁
数
と
行
数
と
で
示
す

(
た
と
え
ば
、

-
t
、

c
t
 位
頁
1
行
目
の
意
で
あ
る
)
。

当
該
字
の
振
り
仮
名
の
み
記
す
。

所
在
は
、

m
-
n
韻
尾
字
に
、

輿正寺蔵『滞土三経往生文類J (広本)の字音注について

m
韻
尾
字
|
す
べ
て
ム
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

エ

ム

-

コ

ム

-v

，
，
‘
，
.
}
コ
ム

l
t

シ

ム

シ

ム

-

}

・

:

閤
浮
提
(
引
)
荘
厳
(
別
配
配
)
首
傍
巌
院
(
釦
)
員
買
信
心
(
口
)
至
心
霊
願
(
別
配
)

ホ

ム

!

ホ

ム

l

ホム

l

ホ
ム
!
ホ
ム

l

(
日
)
苦
柴
高
品
(
即
)
三
三
之
品
(
配
)
三
福
九
品
(
釦
)
大
施
品
(
む
)
党
聾
(
山
)

ホ
ム
ホ
ム

n
韻
尾
字
|
煩
・
飯
の
二
字
二
例
を
除
き
、
す
べ
て
ン
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ム
‘
，
，
ホ
ム
}
，

煩
悩
(
似
)
飯
食
(
釦
)
計
二
例
。

一

ア

ン

・

'

'

イ

ン

イ

ン

イ

ン
l
h
'
!
i

ィン

1
t

宮
殿

(ι)
願
因
(
口
)
員
因

(M)

因
(
配
恥
)
因
縁
(
佐
)
イ
ン
〈
因
〉

(
M
左
注
)

f

l

ク

ワ

ン

タ

ワ

ン

ク

ワ

ン

E.
，
，
‘
，
ク
ワ
シ

本
願
(
日
山
)
願
因
(
日
)
願
果

(
U
)

悲
願
(
日

U
U
M
m
L
配
)
願
ス
レ
ハ
(
日
)

脇

ン

(

川

町

)

八

九

例

。

計

一

一

五

例

。

B
・
墨
筆
訓
点

そ
の
他
、

m
韻
尾
字
|
す
べ
て
ム
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

エ
ム
'
}
カ
ム

l
‘
コ
ム

-
l

コ
ム
'
}
}
'
サ
ム
}
}

光
炎
(
配
)
感
輝
師
(
U
U
)

今
世
(
配
)
荘
巌
(
配
臨
)
三
界
(
配
)

シム

1
i

・

'

'

シ

ム

白

シ

ム

白

シ

ム

l
L

至
心

(
M
日
制
加
)
心
心
(
則
)
心
心
(
則
)
至
誠
心
(
別
)

以
下
同
じ
。

シム
l
i
p
-

執
心
(
ル
叫
)

リ
ム

j

1

1

1

林
下
(
配
釦
)

総
(
別
)

願
シ
テ
(
削
)

ザ
ム

l
a
'
-
l

阿
蒋
多
羅
一
二
一
貌
(
配
配
)

シム
l
l

シム

I
l
-
-
!
l

菩
提
心
(
配
引
制
)
心
(
釦
釦
配
配
配
)

サム

l

}

巴

三
菩
提
(
配
釦
)シム
執
心
(
引
)

取
遠
(
削
)

オンオンー，

園
苑

(ι)
農
民
(
山
川
) 先

引
著

一
念

深
選
(
川
)

督
官

ザ
ム

l
e

三
賀

(ι)
シム深
法
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(
川
)

監
深
(
引
)

臨
終
(
幻
)

84 

甚
腕
(
引
)
ネ
ム念
シ
テ
(
れ
)

ネ
ム

稿
念
シ
(
引
)

ネ
ム

}
l

栴
念
ス
ル
(
配
)

凡E

ネ
今
チ
シ
ャ
〈
念
偶
者
〉
(
川
別
)

夫
人
(
山
)
テ
ム

n
韻
尾
字
|
殿
の
一
字
三
例
を
除
き
、

テ
ム

I
l
-
-
j
l

宮
殿
(
配
配
配
)

ア
ン

p
l
}

イ
ン

l
l

タ
ワ
ン

l
t

タ
ワ
ン

j

l

e

一

ン

ケ

ン

安
柴
(
即
配
)
因
(
配
)
悲
願

(
M
U
釦
)
歓
喜
(
町
)
行
人
(
引
)
知
見
(
釦
)

l
L
1
2
)
a
)
'
l
t
}
'
l
t

セ
ン

l
L
l
L
l
t
!
a
}
'
l
t
}
d
l
t

シ
ン

l
L

シ
ン

l
L

別
恥
院
町
船
船
船
)
善
根
(
日
別
別
抗
町
船
船
臨
恥
)
信
築
(
釦
)
員
買
(
釦
)

す
べ
て
ン
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

普
影
(
幻
)

億
有
高
(
仰
)

ケ
ン

h
'
l

現
前
(
お
)

-アン

h
v
l

人
天
(
山
)

善
舵
(
削
引

そ
の
他
、
一

O
九
例
。
計
一
四
五
例
。

親
鷺
は
、

中
国
語
原
音
の

m
韻
尾
を
ム
で
、

n
韻
尾
を
ン
で
記
す
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
反
す
る
例
が
ご
く
少
数
存
す
る
。
そ
の
漢
字
は
固
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
漢
字
に
の
み
原
則
と
異
な
る
仮
名

表
記
を
採
る
こ
と
を
も
っ
て
、
親
鷺
加
点
本
と
判
断
で
き
る
程
で
あ
る
。

本
資
料

m
韻
尾
字
の
仮
名
表
記
例
は
、
右
に
記
し
た
如
く
、
朱
筆
・
墨
筆
訓
点
と
も
、
す
べ
て
ム
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

諸
字
は
、
親
鷺
遺
文
に
お
い
て
も
ム
表
記
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

ホ

ム

ホ

ム

ホ

ム

次
に
、

n
韻
尾
を
本
資
料
朱
筆
で
ム
と
加
点
し
た
寸
煩
・
飯
」
は
、
親
鷺
遺
文
で
も
ホ
ム
と
加
点
さ
れ
て
い
る
。
煩
は
、
専
修
寺

ホ

ム

ホ

ム

蔵
親
鷺
自
筆
本
『
西
方
指
南
抄
』
で
、
全
八
例
の
加
点
例
い
ず
れ
も
煩
で
あ
る
。
「
飯
」
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
「
浄
飯

(
平
濁
)
」
(
六
末
別
町
)
、
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
左
注
に
「
シ
ヤ
ウ
利
刈
タ
イ
ワ
ウ
〈
浄
飯
大
王
〉
」
(
「
浄
土
和
讃
」
山
左
)
と
あ

る
。
こ
の
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
左
注
の
「
ホ
ム
」
は
、
墨
筆
ン
を
親
鷺
自
筆
の
朱
点
で
ム
に
訂
正
し
た
例
で
あ
る
。

テ

ム

テ

ン

と
こ
ろ
が
、
墨
点
「
殿
」
は
、
他
の
親
鷲
遺
文
に
お
い
て
「
テ
ム
」
の
加
点
例
を
見
出
せ
な
い
。
本
資
料
朱
点
で
も
、
宮
殿

テ
ム

(
仰
)
の
ご
と
く
、
韻
尾
は
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
殿
の
墨
点
加
点
は
、
親
鷲
の
加
点
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。



2
.
舌
内
入
戸
音

t
の
仮
名
表
記

決iA
チ・

空朱
11.5筆
諸)訓

{弗2位ヶ点、
〆「 ロチ

5.5蜘
7.1肢
)座

f弗2日.2
剥)

9.4 

出2護手寛
E嬰21.3
第 27.5~ 
五 30.2
門)

23.2 

セ

チ

‘

，

a

張
設
シ
(
臨
)
セ
チ

悌
利

(M)
タ
チ

I
l

度
脱
シ
(
釦
)

フ
手

'

'

l

悌
園
(
配
)

テ
チ

}
l

六
根
清
徹
(
配
)

フ

チ

‘

v
a

僻
事
(
即
)

ヒ
チ

1
1

必
至
(
日
即
配
)

シ
チ

1
i
!
i

員
買

(
U
M
M
か
か
)

メ
チ

-
l
!
，E
}

ヒ

チ

減
度
(
u
m
L
U
mル
)
畢

ネ

チ

一

'
I
h
-
-

浬
般
用
(
叫
山
山
町
釦
)
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B
.
墨
筆
訓
点

フ
チ

}
'
l
，‘，

h
i
l
l
-
-

フ
チ

l
‘

フ

チ

・

:
l
L
l
L
!
'
h
-
l

フ
チ

1
e

元
量
蕎
悌
(
加
配
町
制
約
伽
配
)
員
悌
(
釦
)
悌
智
(
引
制
引
船
配
似
)
悌
道
(
似
)

'h'

フ
チ

'

I

l

l

i

-

-

-

}

一

サ

チ

E
l
-
-
i
j
l
j
i
l
-
-
-

(
配
)
元
量
書
悌
(
配
)
ネ
今
チ
シ
ャ
〈
念
悌
者
〉
(
削
別
左
注
)
菩
薩
(
町
山
山
川
町
山
別
即
)

ヘ

テ

-

}

ヘ

チ

-

}

セ

チ

-

F

セ

チ

}

'

シ

チ

1
t
l
L

ホ
チ

l
t
-
J

左
注
)
別
(
配
)
別
説
(
似
)
別
説
(
似
)
不
可
説
(
船
)
員
貫
(
町
制
)
護
願
(
釦
釦
)

:

レ

チ

l

(
川
町
)
利
剣
ハ
ン
〈
浬
繋
〉
(
引
左
注
)
下
劣
(
別
)

超
出
(
仰
)
出
現
ス
ル
(
削
)

フ
チ

1
t
'
}
l
t

諸
悌
(
日
佐
町
佐
)

フ
チ

成
悌
(
別
)

阿
逸1
多ホ
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光塵
摩(悌1
尼関.5園

(6) 

舌
内
入
声
音
t
を
チ
で
表
記
す
る
こ
と
が
早
く
か
ら
説
か
れ
て
い
た
。

親
鷺
は
、

当
代
と
し
て
は
珍
し
く
、

チ
表
記
を
原
則
と
す

「
術
、
窟
、
欝
」
な
ど
先
行
母
音

u
の
場
合
に
ツ
表
記
例
が
見
ら
れ
る
。

シ
ユ
ツ

へ
の
加
点
例
全
三
十
二
例
が
「
シ
ユ
ツ
」
で
あ
る
。
「
出
」
も
、

る
中
で
、

専
修
寺
蔵
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』

に
お
い
て
も
、

本
資
料
の

こ
れ
と
一
致
す
る
。

「出」こ
の
舌
内
入
声
音
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

朱
点
と
墨
点
と
の
聞
に
差
は
見
ら
れ
な
い
。

3
.
唇
内
入
声
音
P
の
仮
名
表
記

A
.
朱
筆
訓
点

85 
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チ
表
記
例

ウ
表
記
例

フ
表
記
例

チ
表
記
例

ウ
表
記
例

フ
表
記
例

右
の
状
況
を
、

山

川

町

)

シ
チ混
(
即
)

サ
ウ

'
l

周
匝
(
配
)

行
業
(M)

シ
フ

-
v
i
l
i
i
-

修
習
(
釦
ル
恥
)

一例。

86 

以
上
、
以
上
、

悪
業
(
削
)
要
第
(
似
)

二
十
一
例
。

B
.
墨
筆
訓
点

業3塔Z(
44.2隻句
3!J ~ 

カ

ウ

一

合
成
(
配
)

正
出
(
附
則
)
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本
資
料
と
比
較
し
て
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
割
合
が
大
き
い
も
の
の
、

漢
文
訓
読
部
分
も
存
し
、
豊
富
な
加
点

例
が
得
ら
れ
る
親
鷺
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』

巻
・
第
六
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の
通
し
頁
数
と
行
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と
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す
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。
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方
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抄
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、
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親
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聖
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第
五
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右
の
通
り
、
親
鷺
は
、
唇
内
入
戸
音
P
を
フ
で
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
興
正
寺
蔵
『
津
土
三
経
往
生
文
類
』

こ
の
原
則
に
一
致
す
る
。

の
訓
点
は
、

シ
チ

興
正
寺
蔵
『
滞
土
三
経
往
生
文
類
』
朱
点
に
唯
一
見
ら
れ
る
「
混
」
は
、
促
音
化
例
か
ら
固
定
し
た
当
該
字
チ
表
記
の
貴
重
な
例

で
あ
ろ
う
。

興正寺蔵『深土三経往生文類J (広本)の字音注について

カ
ウ

『
西
方
指
南
抄
』
で
は
フ
表
記
の
み
の
よ
口
」
は
、
「
合
成
」
の
例
を
、
専
修
寺
蔵
真
仏
筆
『
四
十
八
誓
願
』
(
一

O
ウ
4
)
に
見

出
せ
る
。
こ
の
訓
点
は
、
親
鷺
筆
本
を
真
仏
が
正
確
に
移
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

カ
ウ

(
8
)

墨
点
「
合
成
」
も
、
親
鷺
の
訓
点
を
反
映
し
て
い
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
、
字
音
直
読
資
料
・
漢
文
訓
読
資
料
に
お
い
て
は
、
唇
内
入
声
音
P
の
フ
表
記
例
は
珍
し
く
な
い
。
促
音
化
例
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
唇
内
入
声
音
P
が
「
漢
文
脈
位
相
に
お
い
て
、
そ
の
韻
尾
音
が
ハ
行
転
呼
音
を
起
さ
な
い
形
で
、
少
な
く
と
も
鎌

倉
時
代
末
ま
で
学
習
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
漢
文
脈
と
和
文
脈
の
交
点
L

と
し
て
の
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
(
妙
一
記
念
館
本
)
で
は
、
ハ
行
転
呼
形
「
う
」
が
中
心

で
、
促
音
表
示
の
「
つ
」
お
よ
び
零
表
記
が
見
ら
れ
る
。
明
恵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
で
も
、
唇
内
入
声
韻
尾
促
音
化
例
を
ツ

で
記
し
、
そ
れ
以
外
の
唇
内
入
声
韻
尾
の
仮
名
表
記
例
は
全
例
「
ウ
」
で
あ
る
。

親
鷺
の
唇
内
入
声
音
表
記
は
、
当
時
の
漢
文
訓
読
資
料
の
そ
れ
に
近
い
。

興
正
寺
蔵
『
揮
土
三
経
往
生
文
類
』
朱
墨
訓
点
は
、
こ
の
親
鷺
加
点
本
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
。

4
.
蒸
(
掻
・
謹
)
韻
字
の
@
ウ
表
記

キ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

本
韻
所
属
字
は
、
日
本
漢
字
音
に
お
い
て
、
寸
凝
・
勝
・
承
・
乗
・
稿
・
謹
・
綾
L

な
ど
、
@
ヨ
ウ
で
写
さ
れ
た
。
親
鷺
遺
文
に

お
い
て
も
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
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本
資
料
で
は
、
次
の
知
く
で
あ
る
。

A
.
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訓
点
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ョ

ウ
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ウ

勝
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(
別
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殊
勝
智
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別
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謹
セ
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山
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F
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シ
ョ
ウ
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v
t

シ
ョ
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即
)
大
乗
(
叫
)
消
溜
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配
)

B
.
墨
筆
訓
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‘
ヨ
ウ

i
l

シ

ョ

ウ

シ

ョ

ウ

j
l

勝
智
(
配
)
謹
セ
(
日
)
謹
念
(
削
配
)

シ
キ
レ
ウ
ノ
カ
ヘ
シ

l
t

食
陵
反
(
釦
)

レ
ウ

墨
点
に
一
例
の
み
存
す
る
「
陵
」
は
、
墨
点
の
中
で
も
後
筆
加
点
の
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
。
西
本
願
寺
蔵
『
津
土
三
経
往
生
文
類

略
本
』
対
応
箇
所
に
は
、
こ
の
反
切
に
振
り
仮
名
は
無
い
。
ま
た
、
親
鷲
遺
文
中
、
反
切
の
「
反
」
を
「
カ
ヘ
シ
」
と
読
む
例
は
、

他
に
無
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
こ
の
「
シ
キ
レ
ウ
ノ
カ
へ
シ
L

は
、
親
鷺
の
加
点
を
反
映
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
点
は
、
こ
の
よ
う
に
、
親
鷺
訓
点
を
増
補
ま
た
は
改
訂
し
た
訓
点
を
含
む
。
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稿
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此
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シ
ョ
ウ

1

1

不
可
謹
(
船
)

問
、
本
資
料
の
声
点

5
.
戸
点
の
形
式

本
資
料
の
声
点
は
、
す
べ
て
朱
筆
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
形
式
は
、
清
声
点
。
、
濁
声
点
か
と
で
あ
り
、
入
声
の
急
・
緩
は
区
別
し
て
い
な
凶
r

こ
の
戸
点
加
点
部
分
は
、
大
部
分
、
漢
文
引
用
部
分
で
あ
る
。

親
鷺
遺
文
中
、
こ
の
、
清
声
点
。
、
濁
声
点
か
の
形
式
に
よ
る
声
点
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
、
『
浄



土
論
註
』
朱
点
、
『
浄
土
論
註
付
『
浄
土
論
』
曇
鷺
伝
』
朱
点
、
『
大
般
浬
般
市
経
要
文
・
業
報
差
別
経
文
』
、
『
烏
龍
山
師
並
屠
児
費
蔵

惇
』
、
『
長
日
一
園
十
四
代
』
、
法
専
寺
蔵
『
聖
覚
法
印
表
白
文
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
本
文
が
漢
文
で
、
そ
れ
に
訓
点
を
加

点
し
た
文
献
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
親
鷺
は
、
こ
の
形
式
の
声
点
を
使
用
し
た
。

輿
正
寺
蔵
『
滞
土
三
経
往
生
文
類
』
の
声
点
は
、
親
鷺
が
漢
文
訓
読
資
料
に
用
い
た
加
点
形
式
と
一
致
す
る
。

本
資
料
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
部
分
を
含
む
も
の
の
、
漢
文
訓
読
の
本
文
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
清
声
点
。
、
濁
声

点
仕
の
声
点
形
式
が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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6
.
声
点
か
ら
知
ら
れ
る
漢
語
声
調

親
鷺
自
筆
遺
文
中
、
漢
文
訓
読
資
料
に
お
け
る
漢
語
へ
の
戸
点
加
点
例
は
、
比
較
的
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
朱
芦
点
が
、
親
鷲
の
加
点
を
反
映
し
て
い
る
な
ら
ば
、
親
鷺
の
漢
文
訓
読
に

お
け
る
漢
語
声
調
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
資
料
に
お
け
る
声
点
加
点
漢
語
を
左
に
一
覧
す
る
。
既
刊
の
影
印
で
は
、
声
点
が
見
に
く
い
た
め
で
あ
る
。

掲
出
に
あ
た
っ
て
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
西
本
願
寺
蔵
親
鷺
加
点
『
浄
土
論
註
』
に
同
一
漢
語
へ
の
声
点
加
点
例
が
存

す
る
場
合
と
そ
れ
以
外
と
に
分
け
る
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
『
浄
土
論
註
』
に
同
一
漢
語
へ
の
声
点
加
点
例
が
存
す
る
場
合
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
・
『
浄

土
論
註
』
の
用
例
と
所
在
を
|
の
下
に
記
す
。
所
在
は
、
(
教
O
O
)
(浄
O
O
)
と
し
て
記
す
。
な
お
、
左
の
挙
例
で
は
、
振
り
仮

名
の
朱
墨
お
よ
び
入
声
点
の
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
。

a.
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
『
浄
土
論
註
』
に
同
一
漢
語
へ
の
声
点
加
点
例
が
存
す
る
語

動
霊
能
(
平
)
(
似
)
|
異
(
上
)
嬰
(
平
)
(
教
三
川
)
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配
(
去
)
(
川
町
制
)
|
園
芸
}
(
教
二
則
六
本
印
刷
町
削
)

都
{
去
)
(
別
)
|
縁
{
去
}
(
教
三
町
削
剛
山
六
本
川
町
六
末
則
)

館
〔
去
濁
}
(
制
)
館
{
去
濁
)
(
教
二
日
則
、
揮
下
即
)
鎧
(
去
濁
)
(
教
四
川
)

カ

ン

セ

ン

シ

!
t

ヵ

ン

'

}

感
(
平
)
潤
(
去
濁
)
師
(
上
濁
)
(
4・
)
|
感
(
平
)
潤
師
(
教
六
本
配
)

勝
(
上
濁
)
一
郎
(
入
}
シ
テ
(
削
)
|
疑
(
上
濁
)
惑
(
入
}
シ
テ
(
教
六
本
M
)

キヤウ

1

t

v

!

l

行
(
平
濁
)
(
軒

)
1行
(
平
濁
}
(
教
三
船
六
本
町
)

ク
ワ
ン

E

U

7

1

願
(
平
濁
)
(
日
)
|
願
{
平
濁
)
(
教
二
肌
六
本
日

ι)

ケ
ヨ
フ

繋
{
平
)
業
(
入
濁
)
(
仰
)
|
繋
(
平
)
業
(
入
濁
)
(
教
四
川
)

ク

ヱ

シ

ヤ

ク

}
1
1

ク

ヱ

ク

悔
(
平
}
責
(
入
)
シ
(
民
)
|
悔
(
平
}
責
(
入
)
シ
(
教
六
本
日
)

ケ

チ

カ

フ

サ

結
(
入
)
蜘
(
上
}
扶
(
平
)
座
(
即
)
|
結
{
入
)
蜘
(
上
)
扶
(
平
}
座
(
平
濁
)
(
教
六
本
川
)

防
(
平
濁
)
静
(
上
濁
)
セ
(
仰
)
!
慌
(
平
濁
}
恥
{
上
濁
}
(
教
三
川
)
折
(
平
濁
)
慕
(
上
濁
)
(
教
六
本
山
抑
制
)

サ作
(
平
)
願
(
平
濁
)
(
制
)
|
作
(
平
)
願
平
濁
)
(
教
四
制
引
)

サ
ウ
シ
ユ
リ
ム

E

・

'

ザ

ウ

シ

ユ

リ

ム

ケ

・

嬰
(
平
〉
樹
(
平
濁
}
林
{
圭
下
手
濁
)
(
配
)
讐
(
平
)
樹
♀
濁
}
林
{
去
)
下
(
平
濁
)
(
引
)
|
讐
(
平
}
樹
{
平
濁
)
林
(
去
)
下
(
平
濁
}
(
教
六
本
制
)

一
一
一
芸
事
(
平
)
(
制
)
|
一
一
一
室
艶
(
平
)
(
教
二
川
町
)
一
一
一
(
去
)
輩
(
平
}
(
教
六
本
則
)

ぁ
~
き
い
い
(
去
}
(
M
M
)
|
至
宝
心
室
(
教
三
削
川
町
)
至
宝
心
(
教
六
本
削
)

シ

シ

ヤ

シ

シ

ヤ

v
l
h
'

杏
(
上
)
瑳
(
上
)
(
日
)
|
杏
{
上
)
嵯
(
上
)
(
教
二
郎
配
)

をヨウ

B
h
'

シ
シ
ョ
ウ

q
F
U

泊
(
芝
浦
(
平
)
(
配
)
|
浴
室
潤
(
平
)
(
教
三
肌
)

辛
苦
}
(
則
)
|
事
(
平
濁
)
(
教
二
川
町
三
町
山
肌
附
田
町
五
則
六
本
即
日
制
六
末
町
川
町
)

執(入
v

、
仏
(
去
)
(
引
似
)
|
執
(
入
}
心
(
去
)
(
教
二
川
)
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シ
ム

I
t
-
-
E
1
・

i

心
(
去
)
(
札
前
配
配
町
)

心
(
去
}
(
町
山
抑
制
山
)
!
心
(
去
)
(
教
二
山
川
山
川
町
剣
山
町
川
町
別
即

m
M
三
日
等
全
一
四
一
例
、
津
上
抑
等

全
三
五
例
)

シ

ユ

シ

ョ

ウ

チ

殊
(
上
)
勝
(
平
}
智
(
平
)
(
則
)
|
殊
(
上
)
勝
平
)
智
(
平
}
(
教
六
本
山
)

蕗
{
平
)
ス
ル
(
別
)
|
蕗
(
平
}
ス
ル
(
教
六
本
日
山
)

シ

ヨ

チ

諸
(
上
)
智
{
平
)
(
町
)
|
諸
王
智
{
平
)
(
教
三
山
)

シ

ン

ケ

ウ

白

信
平
)
…
柴
(
平
濁
)
(
日
別
)
|
信
(
平
)
柴
(
平
濁
)
(
入
濁
)
(
教
一
一
則
)

セ
イ
ι

ク
ワ
ン

誓
{
去
}
願
芸
濁
}
(
川
町
)
|
誓
{
去
)
願
(
去
濁
)
(
教
六
本
則
)

シ

チ

白

プ

1
l
L

課
(
入
)
(
則
)
|
課
(
入
)
(
教
四
川
削
)

V
ヤ
ウ
生
(
去
}
(
山
引
抑
制
)
生
(
去
}
(
削
削
引
制
山
川
町

)
l生
(
去
)
(
教
三
川
町
山
山
肌
六
本
町
六
末
川
町
、

下
山
川
町
引
山
附
山
)

シ

ヤ

ウ

リ

ン

常
(
去
濁
)
倫
(
上
)
(
幻
)
|
常
芸
濁
)
倫
(
上
)
(
教
四
加
)

シ

ヤ

ク

ル

イ

}

}

7

l

積
(
入
}
累
(
平
)
(
配
)
|
積
(
入
)
累
(
平
)
(
教
二
回
四
叫
)

シ
ヤ
ク

E

'

J

，

程
(
入
)
(
配
)
|
樟
(
入
)
(
教
六
本
船
)

院
{
上
)
シ
(
別
)
修
{
上
)
シ
(
制
)
|
修
(
上
}
シ
(
教
三
即
六
本
山
六
末
別
)

翫
(
上
)
(
制
)
|
首
(
上
)
(
教
三
削
)
首
(
平
)
(
教
六
本
則
)

シ

エ

チ

p
a
y
'

チ

0

0

宗
(
上
)
致
(
上
)
(
れ
叫
)
|
宗
(
上
)
致
(
上
)
(
教
二
肌
)

シ

ユ

リ

ヨ

ウ

コ

ム

ヰ

ン

首
{
平
}
拐
(
去
)
巌
(
上
濁
)
院
(
平
)
(
似
)
首
(
平
}
拐
去
最
(
上
濁
)
等
(
教
玉
川
)

シ
ョ
ウ
栴
(
去
)
セ
(
日
)
|
稽
(
去
}
セ
(
教
五
日
六
本
即
)

シ

ヨ

タ

イ

キ

ヤ

ゥ

ー

l

慮
平
)
胎
(
去
}
経
(
上
)
(
配
)
|
慮
(
平
)
胎
(
去
)
経
(
上
)
(
教
六
本

M
)

.，，
.
E
3

・l，.、，，、，‘，
a
l
t
-
t
R
H
u
-
-

津
上

M
M
恥
配
配
制
U
L
引
か
即

u.1

:
:
:
1
1
1
1
1
1
1
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断
言
(
削
)
|
胎
{
去
)
(
教
六
末
川
町
)

タ

ウ

・

1

雷
雲
(
似
)
|
嘗
(
去
}
(
教
四
日
)

'々内
Y

，

j

i

-

-

-

道
(
平
濁
)
(
配
)
道
(
平
濁
)
(
教
三
釦
)

島
(
平
濁
)
ス
(
似
)
|
堕
(
平
濁
)
シ
(
教
三
削
削
)

山
町
{
去
)
岳
(
上
}
(
制
引
)
|
胎
吉
宮
(
上
}
(
教
六
本
日
制
)

タ

イ

シ

ヤ

ウ

タ

イ

胎
{
去
)
生
(
上
)
(
削
)
胎
生
(
上
)
(
則
)
|
胎
芝
生
(
上
)
(
教
六
本
川
町
)

タ
ン

l
h

ー

断
(
平
濁
)
セ
(
山
)
|
断
(
平
濁
)
シ
(
教
三
肌
)
断
{
平
濁
)
セ
(
教
五
削
)

チ

ュ

;

，

h

チユ

ω

住
(
平
濁
)
セ
(
日
山
川
)
|
住
(
平
濁
)
(
教
六
末
削
)

テ

ウ

シ

ユ

ツ

l

l

超
(
去
〉
出
{
入
)
(
別
)
|
超
(
去
)
出
(
入
)
(
教
三
川
)

ト
ウ同
(
去
濁
)
一
(
入
)
(
町
)
|
同
(
去
濁
)
一
(
教
二
川
)

ナ

ン

シ

キ

難
き
思
(
上
)
議
(
上
濁
)
(
仰
)
|
難
(
去
)
思
{
上
)
議
(
上
濁
)
(
教
玉
川
)

フ

シ

ヨ

:

補
{
平
)
慮
(
平
}
(
削
)
|
補
(
平
)
慮
(
平
)
(
教
四
日
)

へ
チ別
{
入
濁
)
(
削
)
|
別
(
入
濁
)
(
教
六
本
山
)

ホ

サ

テ

菩
(
上
濁
)
薩
(
入
)
(
山
)
|
菩
(
上
濁
)
薩
(
入
)
(
教
四
川
)

ホ
ウ

l
h
'

貫
主
(
配
)
|
賓
(
平
)
(
教
二
町
)

除(上

)
(
M
山
)
|
飴
(
上
)
(
教
四
川
)

鰐

5
(幻
)
|
欲
(
入
)
(
教
四
川
町
)

ラ

イ

シ

ヤ

ゥ

l
;
l
』

一

来{去
v

生
(
上
)
(
別
別
)
|
来
芝
生
{
上
)
(
教
四
日
)

ラ

ウ

コ

ー

l

牢
き
固
(
引
)
|
牢
王
国
(
平
)
(
教
六
本
山
川
上
)

胎
(
平
)
(
教
田
町
)
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病
室
町
肋
(
削
)
|
鰐
(
去
}
獄
(
入
濁
)
(
教
六
本
山
)

舵
(
去
)
(
削
)
|
舵
{
去
)
(
教
田
町
)

ヰ

ネ

ウ

-
l

園(上)緯(平)(配

)
l園
(
上
)
焼
主
(
六
本
日
)

サ

ン

!

a

サ

ン

O
D

×
散
(
去
)
シ
(
釦
)
|
散
{
平
)
ス
ル
(
教
二
以
)

シ

ユ

ヰ

・

}

×
周
王
国
(
上
}
(
配
)
|
周
王
国
王
(
教
六
本
日
)

以
上
、
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
に
加
点
さ
れ
た
声
点
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
『
浄
土
論
註
』

に
加
点
さ
れ
た
声
点
と
、
同
一
箇
所
に
加
点
さ
れ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
不
一
致
例
は
、
最
後
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
。

不
一
致
例
の
第
一
「
散
ず
L

は
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
(
下
。
ウ
4
)
に
「
サ
室
ン
{
上
)
ス
(
上
濁
)
」
の
芦
点
加
点
が

存
す
る
。
最
後
の
「
ス
」
の
上
声
は
平
声
軽
か
ら
移
行
し
た
も
の
で
、
「
散
ず
」
は
「
低
高
下
降
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究
』
(
一
九
六
四
年
、
三
省
堂
)
三
八
八
頁
付
表
お
中
、

F
型
に
属
す
る
。

「
連
用
形
第
二
種
L

の
「
散
シ
」
は
「
低
高
高
」
、
連
体
形
「
散
ス
ル
L

は
「
低
高
高
高
」
と
、
金
田
一
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
て
い

る
。
興
正
寺
蔵
『
津
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
の
去
声
点
は
、
こ
の
連
用
形
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

『
教
行
信
証
』
の
平
声
点
は
、
「
散
」
単
独
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
平
声
を
加
点
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
教
行
信
証
』
に
お
け

る
他
の
漢
語
例
は
じ
め
呉
音
読
資
料
中
に
は
、
「
散
」
に
平
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

不
一
致
例
の
第
二
「
周
」
は
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
・
九
候
本
『
法
華
経
音
』
な
ど
、
比
較
的
古
い
呉
音
声
調
を
反
映
す
る

文
献
で
は
去
戸
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
親
鷺
加
点
の
西
本
願
寺
蔵
『
阿
弥
陀
経
註
』
で
も
、
去
声
点
加
点
例
の
み
二
例
(
一

F
U
-

-一一

2
)
で
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
の
「
周
園
し
へ
の
加
点
例
は
、
そ
の
去
芦
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
教
行
信
証
』
に
も
「
歴
(
入
)
劫
(
入
)

周(上
v

章
(
平
)
」
(
三
江
)
の
例
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
呉
音
芦
調
上
に
当
時
進
行
し
て
い
た
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
現
象
が
、

語
中
例
に
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
興
正
寺
蔵
『
滞
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
「
周
園
」
へ
の
上
戸
点
加
点
例
は
、
こ
の
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現
象
が
語
頭
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
興
正
寺
蔵
『
揮
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)

の
声
点
は
、
親
鷺
加
点
の
声
点
を
正
確
に
移
点
し
た
も
の
と
見
て
、
矛
盾

94 

が
鉦
山
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
『
浄
土
論
註
』
に
同
一
漢
語
へ
の
声
点
加
点
例
が
存
し
な
い
語

例
も
、
他
に
声
点
加
点
例
を
見
出
し
が
た
い
が
故
に
、
な
お
い
っ
そ
う
貴
重
で
あ
る
。

b
.
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ま
た
は
『
浄
土
論
註
』
に
同
一
漢
語
へ
の
声
点
加
点
例
が
存
し
な
い
語

シ

ヤ

ウ

フ

シ

ョ

1

1

ミ

l
t

ウ

ハ

タ

イ

シ

ヤ

ク

ワ

ン

シ

ヤ

ウ

ヶ

ー

}

カ

ウ

シ

ヤ

ウ

-

一
(
入
)
生
(
去
)
補
(
平
)
慮
(
平
)
(
釦
)
一
{
入
)
味
(
平
)
(
船
)
優
(
平
)
婆
(
平
濁
)
提
{
去
濁
}
合
(
平
)
願
(
去
)
生
(
去
)
偶
(
平
}
(
配
)
合
(
入
濁
)
成
{
去
濁
)
(
劃
)

ク

ワ

チ

ク

ワ

ウ

マ

ニ

ー

'

ク

ヱ

l
‘

ク

ヱ

シ

ヤ

ゥ

l
t

タ

ヱ

タ

イ

-

ク

ン

キ

ロ

ン

・

:

シ

ェ

フ

'

}

月
光
{
去
)
摩
き
尼
{
上
)
(
似
)
化
室
生
{
上
)
(
釦
)
・
化
生
(
上
}
(
即
)
華
胎
き
(
削
)
群
(
去
濁
)
疑
(
上
理
論
(
似
)
枝
(
上
)
葉
(
上
)
(
配
)

シ

ヤ

ウ

ク

ヱ

-

セ

ウ

ワ

ウ

シ

l
l

シ

ン

モ

ン

ι'l

ハ

イ

'

'

シ

ヤ

ウ

チ

ヤ

ウ

シ

ユ

l
a

シ

ユ

ホ

ウ

p
a

ソ
ウ

聖
(
平
)
化
(
平
)
(
削
)
小
{
平
)
王
{
平
)
子
{
平
濁
)
(
配
)
員
(
去
)
門
(
上
}
(
配
)
上
輩
(
平
}
(
配
)
正
定
束
手
濁
)
(
加
)
衆
(
上
)
費
(
平
濁
}
(
似
)
縛

}
a

チ

カ

イ

リ

ン

ホ

ウ

、

:

テ

ン

リ

ン

シ

ヤ

ウ

ワ

ゥ

l
L

ト

ウ

}

'

ナ

ウ

ク

ヱ

ン

}

}

ホ

ウ

マ

ウ

-

}

(
去
濁
)
(
臨
)
持
{
上
濁
)
海
(
上
)
輪
王
費
(
似
)
轄
輪
{
去
)
聖
(
平
濁
)
王
室
(
別
)
燈
(
去
)
(
叫
)
悩
{
平
)
患
(
平
濁
)
(
配
)
賓
室
網
(
去
)
(
配
)

マ

ン

セ

ン

シ

ヨ

キ

ヤ

ウ

。

ム

リ

ヤ

ウ

シ

ユ

キ

ヤ

ウ

}
l

ラ

フ

E

コ

ン

シ

ヤ

ウ

テ

チ

'
l

ヮ
ゥ

'
l

ヱ

カ

ウ

高
(
平
}
善
諸
{
上
)
行
(
別
)
無
量
書
経
(
上
)
(
配
)
羅
{
去
)
覆
{
平
)
(
引
)
六
根
清
(
去
)
徹
{
入
軽
)
(
む
)
王
(
去
)
(
配
)
廻
(
上
}
向
{
平
)
(
日

8.5 
• 円

i

一
音
節
去
声
の
上
声
化

右
に
記
し
た
一
音
節
去
芦
の
上
声
化
に
つ
い
て
、
興
正
寺
蔵
『
揮
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)

て
、
考
察
を
加
え
る
。

興
正
寺
蔵
『
浮
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
は
、
「
康
元
二
年
三
月
二
日
書
写
之
/
愚
禿
親
鷺
〈
八
十
/
五
歳
〉
」
の
奥
書
を
有

す
る
。
こ
の
康
元
二
年
(
一
二
五
七
)
に
近
く
、
漢
文
と
片
仮
名
文
と
で
記
さ
れ
る
建
長
七
年
(
一
二
五
五
)
書
写
加
点
『
尊
号
真

へ
の
声
点
加
点
例
全
体
に
つ
い



像
銘
文
』
の
結
果
と
と
も
に
記
す
。

調
査
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

表
1

一
音
節
字
へ
の
声
点
加
点
例
(
対
象
文
献
全
体
)

輿正寺蔵 r浄土三経往生文類J (広本)の字音注について

計 上 去
声 声

津
土

一 一四 一 一
経往生 l 例 例 例

( ( ( 

l∞.0 81.1 5.9 文
% % % 類

本広

尊
一 一 真号一 一五 四
一 J¥ 

像銘
例 例 例
( ( ( 文
l∞.0 96.8 3.2 
% % % 建

) 

長本

表

一
音
節
字
へ
の
声
点
加
点
例
(
句
頭
・
語
頭
に
限
る
)

計 上 去
声 戸

浮
土

一 一
J¥ 七 一 往経
例 例 例
( ( ( 生
lω.0 94.4 5.6 文
% % % 類

広本

J¥ J¥ 
五 一 四
例 例 例
( ( ( 

lω.0 自.3 4.7 
% % % 建

長本

本
資
料
の
芦
点
加
点
例
が
少
な
い
も
の
の
、
表
1
・
表
2
と
も
、
一
音
節
去
戸
の
上
戸
化
率
は
両
者
ほ
ぽ
同
等
と
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
、
『
津
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
の
戸
点
は
、
親
鷺
加
点
声
点
を
正
確
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
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96 

五
、
結
論

以
上
、
興
正
寺
蔵
『
滞
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
の
訓
点
が
、
親
鷺
自
筆
本
の
姿
を
ど
の
程
度
留
め
る
も
の
か
を
、
漢
字
音

注
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
実
態
を
記
述
し
て
き
た
。

検
討
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

1
.
先
に
加
点
さ
れ
た
朱
筆
の
字
音
点
は
、
親
鷺
自
筆
訓
点
と
同
じ
で
あ
る
。

2
.
遅
れ
て
加
点
さ
れ
た
墨
点
は
、
親
鷲
自
筆
訓
点
と
等
し
い
も
の
を
中
心
と
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
漢
字
音
表
記
を
混
じ
て

い
る
。

右
が
、
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

興
正
寺
蔵
『
浮
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
に
は
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
し
た
漢
字
音
注
以
外
で
も
、
次
の
如
き
、
親

鷺
自
筆
本
の
特
徴
的
事
象
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

O
本
文
漢
字
「
寛
」
に
、
親
鷺
が
実
践
し
た
欠
筆
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
で
は
使
用
が
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

O
複
合
助
詞

J
乞
ぱ
」
を
「
オ
ハ
」
と
す
る
、
親
鷺
特
有
と
さ
れ
る
表
記
例
が
存
す
る

調
寸
オ
ヤ
・
オ
モ
・
オ
カ
」

J
ノ
ヤ
・
ヲ
モ
・
ヲ
カ
」
は
使
用
例
が
無
い
)
。

な
お
、

(
「
ヲ
ハ
L

の
例
は
無
い
。
他
の
複
合
助

一
方
、
全
一
九
一
例
の
助
詞

J
Z
は
、
全
例

「
ヲ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

O
語
頭
を
「
オ
」
と
す
る
仮
名
遣
い
も
徹
底
し
て
お
り
、
語
頭

J
/
」
の
例
は
皆
無
で
あ
る
。

。
「
マ
フ
ス
〈
申
〉
・
ユ
へ
〈
故
〉
・
イ
ヱ
ト
モ
〈
雄
〉
・
ス
ナ
ワ
チ
〈
即
〉
・
イ
ヱ
〈
家
〉
」
等
、
親
鷺
の
特
徴
的
な
仮
名
遣
い
で

通
さ
れ
、
異
例
が
無
い
。



こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
興
正
寺
蔵
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
(
広
本
)
は
、
親
鷺
晩
年
に
お
け
る
漢
文
訓
読
お
よ
び
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
の
実
態
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て
有
効
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
る
。

興正寺蔵 r津土三経往生文類J (広本)の字音注について

註(
1
)

幡
谷
明
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
試
解
』
の
単
色
影
印
で
は
朱
墨
の
別
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研

究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
カ
ラ
I
写
真
で
朱
墨
を
確
認
し
た
。
便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ
た
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

(
2
)

本
資
料
墨
書
本
文
を
、
朱
筆
が
訂
正
し
て
い
る
箇
所
が
有
る
。

。
寸
功
L

の
芳
を
寸
万
」
に
書
く
こ
と
が
有
り
、
朱
筆
が
「
力
」
に
訂
正
し
て
い
る
。

O
「
悩
」
の
最
後
の
一
画
を
、
朱
筆
が
補
足
し
て
い
る
。

(
3
)

佐
々
木
勇
「
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
」
(
「
浄
土
真
宗
総
合
研
究
」
第
六
号
、
二

O
一
一
年
三
月
)
、
参
照
。

(
4
)

専
修
寺
蔵
親
鷺
自
筆
本
『
西
方
指
南
抄
』
で
ン
表
記
さ
れ
る

m
韻
尾
字
「
談
・
範
・
賢
」
に
は
、
興
正
寺
蔵
『
浮
土
三
経
往
生
文

類
』
に
加
点
例
が
無
い
。

(
5
)

佐
々
木
勇
「
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』
の
研
究
資
料
と
朱
筆
に
つ
い
て
L

(

『
増
補
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
〈
二

O
O七
年

三
月
、
法
蔵
館
〉
)
、
参
照
。

(
6
)

吉
津
義
則
「
教
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」
(
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
三
年
四
月
。
吉
津
義
則
『
国
語
国
文
の
研
究
』
〈
一
九

二
七
年
、
岩
波
書
底
〉
所
収
)
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
(
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第

2
集
、
一
九
六
五
年
九
月
)
。

(
7
)

小
松
英
雄
寸
日
本
字
音
に
お
け
る
唇
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
と
舌
内
入
声
音
へ
の
合
流
過
程
|
中
世
博
士
家
訓
点
資
料
か
ら
の

跡
付
げ
|
」
(
「
国
語
学
」
第
二
五
集
、
一
九
五
六
年
六
月
)
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
(
一
九
九
七
年
、
汲
古
書

院
)
、
参
照
。

(
8
)

ウ
表
記
例
は
、
証
明
困
難
で
は
あ
る
が
、

よ
う
に
思
う
。
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『
西
方
指
南
抄
』

の
例
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
親
鷲
周
囲
の
日
常
常
用
語
に
見
ら
れ
る



(9)

注
(
7
)
沼
本
著
書
第
五
部
第
一
章
。

(
叩
)
佐
々
木
勇
寸
親
鷺
と
明
恵
の
漢
字
音
|
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
比
較
|
」
(
「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
L

第
二
部
第
五
九
号
、
二

O
二
年
十
二
月
)
、
参
照

(
日
)
入
戸
の
急
・
緩
に
つ
い
て
は
、
注
(
6
)
小
林
論
文
お
よ
び
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
(
一

九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
)
付
論
第
二
章
、
参
照
。

(
臼
)
所
在
は
、
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
に
お
け
る
頁
数
と
行
数
と
で
記
す
。
な
お
、
重
な
る
部
分
が
多
い
本
文
を
有
し
、
同
時
期
に
編

纂
さ
れ
た
法
雲
寺
蔵
『
浮
土
三
経
往
生
文
類
略
本
』
お
よ
び
専
修
寺
蔵
真
仏
筆
『
如
来
二
種
廻
向
文
』
に
声
点
が
ほ
と
ん
ど
存
し

な
い
た
め
、
こ
の
二
資
料
と
比
較
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
臼
)
な
お
、
一
九
八
四
年
刊
・
勉
誠
社
の
複
製
は
、
こ
の
部
分
の
朱
点
が
ず
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
複
製
に
依
拠
し
た
秋
永
一

枝
ほ
か
編
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料
索
引
篇
』
(
一
九
九
七
年
、
東
京
堂
出
版
)
は
、
「
去
平
上
濁
」
と
認
定
し
て
い
る
。

(
M
)

佐
々
木
勇
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
輯
、
一
九
八
七
年
五
月
)
、
参
照
。

(
日
)
表
2
で
は
、
上
接
字
声
調
の
影
響
を
除
外
す
る
た
め
、
句
頭
ま
た
は
語
頭
の
例
に
限
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
句
」
と
は
朱
の
句

切
り
点
で
句
切
ら
れ
た
経
文
・
銘
文
本
文
の
単
位
を
、
「
語
」
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
中
の
漢
字
連
続
の
一
ま
と
ま
り
を
言
う
。
た
だ

し
、
本
文
の
漢
字
連
続
を
、
親
鷲
加
点
の
朱
点
が
区
切
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
語
と
し
て
認
定
し
た
。

(
日
)
佐
々
木
勇
編
『
専
修
寺
蔵
「
選
揮
本
願
念
悌
集
」
延
書
影
印
・
翻
刻
と
総
索
引
』
(
一
一

O
一
一
年
、
笠
間
書
院
)
研
究
篇
、
参
照
。

(
げ
)
左
に
、
用
言
の
例
は
終
止
形
で
統
一
し
、
(
)
内
に
複
数
の
場
合
の
用
例
数
を
記
す
形
式
で
挙
例
す
る
。
墨
点
は
、
「
」
に
括

る
。
本
文
仮
名
書
き
例
に
は
、
相
当
す
る
意
味
の
漢
字
を
〈
〉
内
に
補
う
。

於
オ
イ
テ
(
七
例
)
、
愛
オ
コ
ス
(
四
例
)
・
護
「
オ
コ
」
ス
(
三
例
)
、
終
オ
ハ
ル
(
三
例
)
・
巳
オ
ハ
ル
(
二
例
)
・
終
「
オ
ワ

ル
L

、
欲
オ
モ
ブ
(
六
例
)
、
及
オ
ヨ
ヒ
(
四
例
)
、
凡
オ
ホ
ヨ
ソ
(
二
例
)
、
各
オ
ノ
ノ
¥
、
想
オ
モ
ヒ
・
念
「
オ
モ
ヒ
」
、
起
オ
コ
ス
、

己
オ
ノ
レ
、
御
寸
オ
ム
」
、
弟
寸
オ
ト
L

[

左
注
]
、
覆
寸
オ
ホ
フ
L

[

左
注
]
、
オ
ナ
シ
〈
同
v
、
オ
ノ
レ
〈
己
〉
、
オ
モ
ク
ス
八
重
〉
、

サ
シ
オ
ク
〈
差
置
〉

(
団
)
金
子
彰
「
親
鷲
の
仮
名
づ
か
い
」
(
寸
国
文
学
孜
」
花
、

興正寺蔵『浮土三経往生文類J (広本)の字音注について
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一
九
七
八
年
十
二
月
)
、
参
照
。


